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9 月 定 例 会 ー D I G E S Tー

成年後見人制度：認知症、知的・精神障害などの人に代わって財産
管理などを行い、権利を守る援助者を成年後見人といい、法律的
に支援する制度です。

説 明

どまっています。今後はＰＲを強化しながら、早期の規制
緩和を検討しています。また墓地需要の変化に対応した整
備計画見直しの調査研究もすすめています。（市長）

他の質問  ブックスタート事業、小中学校の太陽光パネル設
置の効果

議員 成年後見人制度推進機関の設置を急
ぎ市民後見人の養成に向けた取り組みも考
えるべきでは？

市 設置に向け検討委員会を立ち上げてい
ます
　三田市社会福祉協議会では「（仮称）権
利擁護・成年後見支援センター」検討委員会を立ち上げ、
設置に向け取り組んでいます。健康福祉部からも委員が参
加しており、市の実態に即した体制確立をすすめます。ま
た、市民後見人の養成についても検討委員会で議論します。

（健康福祉部長）

他の質問  子どもの医療費助成拡充、学校現場の多忙化、卒
業式のあり方

議員 早期実現に向けた進捗状況を伺います

市 調査・検討中です。要件次第で地域の
自主運行も
　市民参画によるコミュニティバス等検討
委員会の答申を受け、「新たな市民生活交
通導入検討指針」を策定し８月に公表しま
した。現在地区別の説明会実施に向け調整中です。指針で
は業者が運行するとしておりますが、地域の要件が備われ
ば自主運行も可能と考えます。（企画財政部長）

他の質問  スポーツ振興、コミュニティバス

議員数＝24 名　欠席した議員1名　表決参加議員数＝22 名　※議長は表決に加わりません。
赤字＝市民団体による直接請求議案　その他＝市長提出議案

　＜8月30日～9月16日/会期18日間＞　9月定例会には、市長提出議案24件が提出されました。

平成23年

9月定例会の結果

・三田市議会議員定数条
例の改正

 （定数 22 名を 20 名と
する）

議　案　名

【真正会】森本政直、北本節代、家代岡桂子 【志民の会】田中秀典、野上和雄、
美藤和広、檜田充、坂本三郎 【自由民主党】笠谷圭司、酒井一憲、前中敏弘

【新政みらい】肥後淳三、田中一良、厚地弘行 【日本共産党】長尾明憲、
長谷川美樹、中田初美 【公明党】松岡信生、平野菅子 【盟友会】福田秀章、
今北義明

反  

対

【無会派】佐貫尚子賛
成

条  例

予  算

三田市市税条例等の一部を改正する条例の制定　など条例案件　４件

平成 23 年度三田市一般会計補正予算　など予算案件　３件

専決処分事項の報告及びこれの承認を求めることについて　など報告案件　３件
コンテナ洗浄機の取得について　など　その他案件　３件

その他

全 議 員 が 賛 成した 議 案（ 可 決・承 認 ）

平成 22 年度三田市一般会計歳入歳出決算認定について　など　１１件
※審査結果は 10 頁に掲載しています。

条  例

全 議 員 が 継 続 審 査とした 議 案

議案内容等の詳細は、
三田市議会
ホームページの

「審議予定・結果」を
ご覧ください。

議員 「調査員会」（教職員）が推薦する選
定方法では採択基準が不透明で教育委員は
認定するだけでその任務を果たしていると
は言い難く、根本的に選定方法を見直すべ
きである。

市 責任を持って定例教育委員会で決定し
ました。
　教育委員も前もって全ての教科書を確認しています。調
査委員会、採択協議会、定例教育委員会と段階を踏んで公
平公正に採択を行っています。（教育委員長）

他の質問  市長の教育委員会への関わり、教育委員の活動、
国旗の常時掲揚、修学旅行候補地

議員 駅前バス乗り場等の点字ブロックの
設置状況が旧基準のままであるが、早期に
改善すべきでは？

市 現基準に合わせた改善を早期に図りたい
　新三田駅前ロータリーについては、平成
９年７月に整備されたことから、バス乗り
場やタクシー乗り場への視覚障害者誘導用点字ブロックが
三田駅前と異なり、旧基準のままの設置状況となっていま
す。年度内に現基準に合わせた改善を行いたいと考えてい
ます。（都市整備部長）

他の質問  総合計画における人口の見通し、夕暮れ駅前コン
サート

議員 墓地の整備状況は？今後市民ニーズ
に合った「納骨堂」や「共同墓地」等の墓
地形態を見直すべき。

市 将来的な需要を視野に見直します
　計画当初は 23 年度までに３工区が完了
する予定でしたが、景気低迷等の影響で整
備済の第１工区 920 区画に対し、使用区画 686 区画にと

議員 市長がかかげる「子育てするならゼッ
タイ三田」実現のため、どう解消しますか？

市 認可保育園に定員増要請。補助整備も。
　認可保育園２園から計 20 名の定員増が
可との意向がありました。県への申請手続
き等の調整を行い平成 24 年度からの受入
れ促進を図ります。また認定子ども園４園への運営補助や、
保護者負担軽減のための保育料補助金制度を来年度から実
施できるようすすめています。（市長）

他の質問  放課後児童クラブ

議員 長年原因の特定できない須丸川の白
濁水に対し抜本的対策はあるか。第二テク
ノパークへの影響はどうか。

市 初動体制の徹底、テクノパーク企業協
議会との連携を図ります

教科書選定における問題点 教　育

前中敏弘議員
（自由民主党）

否決
賛成 1名
反対21名

認定子ども園：幼稚園、保育所等のうち、都道府県知事から一定の
機能を備え、認定基準を満たしていると認められた施設です。

説 明

須丸川：テクノパークの西部、上内神に流れる川。テクノパークの
一部の道路排水や工業用地の雨水を受けており、これまで何度か
発泡水などの発生現象が確認されています。

説 明

まちづくり市営墓地の今後は？

平野菅子議員
（公明党）

テクノパーク河川の水質問題 環　境

厚地弘行議員
（新政みらい）

坂本三郎議員
（志民の会）

保育園待機児童解消の
ための対策は？ 子育て

　原因の特定ができないので対策が困難です。雨水マスの
点検、監視カメラの設置等で調査をしてきましたが、今後
もテクノパーク企業協議会と連携し初動体制を徹底してい
きます。第二テクノパークはため池を改修し、沈砂地を設
け農業用水の水質確保に努めます。相野川には問題はない
と考えます。（経済環境部長）

他の質問  正しい箸使いと早寝早起き朝ごはん、三田地域振
興㈱の経営・人事

議員 具体的な支援内容と実施時期は？

市 保護者負担の軽減を図ります
　認定子ども園及び認可外保育所に対し、
待機児童を受け入れる施設への運営補助に
加え、24 年度からさらに保育料補助金制
度で保護者の負担軽減を図ります。また、
23 年度までの国の安心こども基金による運営費補助は国、
県に継続を要望します。（市長）

他の質問  中途障がい者へのリハビリ支援、雇用の促進

認定子ども園と認可外保育所
へ支援策を 子育て

長尾明憲議員
（日本共産党）

都市整備点字ブロックの改善対策を

肥後淳三議員
（新政みらい）

コミュニティバス早期実現を 企　画

佐貫尚子議員
（無会派）

中田初美議員
（日本共産党）

権利擁護センターの設置を 福　祉


